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RBSS（優良防犯機器認定制度)は、公益社団法人 日本防犯設備協会が一般の方々の安全・安心に寄与することを目的
に、防犯機器に必要とされる機能と性能の基準を策定し、その基準に適合した機器を「優良防犯機器」と認定す
ることにより、優良な防犯機器の開発及び普及促進を図る認定事業です。
●申請事業者（企業）の資格と申請機器を2重に審査しており、安心です。
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公益社団法人日本防犯設備協会（★）は、各地域協会とコミュニケーションを
図りながら、防犯活動を展開しています。
また、地域に根ざした更なる防犯活動を目指し、全国にネットワークの
輪を広げて行きます。
なお、地域活動拠点の最新情報は当協会ホームページをご覧いただく
と共に、防犯設備、防犯診断、防犯講演等のご相談は当協会及び各地域
協会までお問い合わせください。

公益社団法人日本防犯設備協会は、1986年に、警察庁や関連団体などの要請や支援で設立し、同年6月社団法人日本防犯設備協会、
2011年4月公益社団法人日本防犯設備協会となりました。

https://www.ssaj.or.jp/chiiki/index.html

公益社団法人日本防犯設備協会は、RBSS（優良防犯機器認定制度）を推進しています。
防犯カメラ・レコーダー、LED防犯灯の導入にあたっては、RBSS認定品の活用を！

【抜粋版】



防犯設備士は、防犯設備に関する知識・技能を有す
る専門家として公益社団法人日本防犯設備協会が
認定する資格です。

職種 年齢

防犯設備士制度は、防犯設備に関する専門的な知識・技能に基づき、防犯診断、防犯設備の設計、施工
及び維持管理に関する業務を行える者を育成する目的で1992年に開始しました。防犯設備士は警察や
自治体などの関係機関・団体と連携しながら「防犯のプロフェッショナル」として活躍し、地域の防犯
対策や安全安心なまちづくりに大きな役割を担っています。2016年からは資格更新を開始し、犯罪手口
や防犯設備の最新動向を得られるようになり、社会的信頼性が一段と高まりました。
また、各地域での活動拠点として都道府県に地域協会が設立され、「地域に根ざした安全安心」のための
様々な活動を警察や自治体、諸団体と連携して行っています。

優良な防犯機器の開発・普及及び防犯設備の設置に携わる者の技能等の
検定、研修を目的に日本防犯設備協会を創立

「国家公安委員会認定事業」として認定試験開始

セキュリティショーに防犯設備士コーナー開設

防犯設備士の資格取得者5,000名を超える

日本防犯設備協会の自主認定事業に変更、同時に上位資格の総合防犯設備士
制度が開始

第１回総合防犯設備士資格認定試験を実施

防犯設備士養成講習に新規知識『錠前、防犯ガラス等の防犯性能の高い建物
部品基礎知識』を導入

防犯設備士の資格取得者10,000名を超える

防犯設備士の資格取得者20,000名を超える

防犯設備士の資格更新を開始

防犯設備士事業25周年、防犯設備士養成講習・資格認定試験100回記念
式典を実施

資格更新者は防犯設備士（優良）とすることを開始

防犯設備士の資格取得者30,000名を超える

防犯設備士養成講習・資格認定試験をIT方式へ移行

※資格試験受験者アンケートによる

開発・設計 5.6%
警備 3.6%
その他 17.3%
（企画・コンサルティング）
（製造・検査）
（団体役員・経営者）

営業・販売・事務 47.8%
施工 18.0%
保守・維持管理 7.7%

40代 31.3%
30代 26.8%
50代 18.7%
20代 18.2%
60代以上 4.7%
10代 0.3%

1986（昭和61）年 3月

1992（平成  4）年  2月

1995（平成 ７）年 ３月

2000（平成12）年   2月

2001（平成13）年  4月

2002（平成14）年  1月

2004（平成16）年 ６月

2005（平成17）年 10月

2010（平成22）年 ３月

2016（平成28）年 ６月

2018（平成30）年   3月

2020（令和  2）年   4月

2020（令和  2）年 12月

2021（令和  3）年   4月

２. 主な業務領域

１. 防犯設備士とは

４. 制度のあゆみ

３. 資格の活用内容、職種、年齢
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各分野で活躍している幅広い職種、年代の方が資格を取得しています。取得した資格は、営業活動、
防犯設備の開発・設計・施工、防犯診断などの実務に有効で、社員の基礎教育としても活用されています。
また、自治体で防犯設備を調達する際の入札仕様書に「施工、調整及び保守点検については、防犯設備士
または総合防犯設備士の有資格者が行うこと。」と記載されるようになってきています。

・侵入警報設備　・防犯カメラ
・出入管理設備　・不正持出し監視設備
・防犯性能の高い建物部品（CP建物部品）など

防犯設備

侵入窃盗への対応が主ですが、
その他の犯罪へも最新の知識を
もって対応します。

防犯診断

設計

施工

維持管理

マンションの防犯診断 防犯カメラの設置場所検討

ガラス破壊音
検知器

屋外ハウジング
一体型カメラ

フラッパー式
ゲート

1 2
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6. 総合防犯設備士とは

5. 資格を取得するには 7-1. 活躍の場（地域）

資格取得の手順

【事例1】防犯アドバイザー制度

住宅への侵入窃盗を防止するために、各地の警察・地域協会・防犯協会等が協力して、マンション・
アパート・戸建て等の防犯優良住宅を認定する制度を実施しており、防犯設備士は審査員として活躍
しています。認定基準は、防犯カメラ設置・防犯性能の高い建物部品の採用・照明の照度などから構成さ
れており、認定された建物には認定プレートを表示するようになっています。

【事例2】防犯優良住宅認定制度

・受講、受験申込

・受験料振込
・申請書提出

・防犯設備士テキスト・
　オンライン講習で
　学習

①受験会場を
　自分で予約
②テストセンターで
　受験

・試験結果の受領
・資格者証交付申請

・資格更新

（協会が資格登録）
・資格者証受領 

いつでも、どこでも受講できますし、繰り返し視聴できます。

あらかじめ撮影した講習動画を
オンライン配信します。

自宅近くのテストセンターを予約すれば、交通費（宿泊費）を
最小にできます。受験日を自分で設定できるので忙しい方でも
受験可能です。

全国47都道府県のテストセンター(受験
会場)を約2か月間の中から各自が予約
します。
また、予約した3日前までなら、時間、場所を
各自が変更できます。

※日程や費用等の詳細は
ホームページを参照してください。
https://www.ssaj.or.jp/security_officer/shiken.html

資格更新制度について
犯罪の手口の多様化や防犯設備の進歩に合わせて常に最新の
知識を得るようにし、時代に合わせた最適な防犯システムを
構築できることが必要です。
3年ごとの資格更新により、定期的に犯罪手口や防犯設備の最
新情報を得られるようにしています。

3年後

総合防犯設備士は、防犯設備士の上位資格です。

総合防犯設備士は、防犯設備士の資格に加えてさらに総合的な応用能力に基づき、監理、監査、
コンサルティング及び防犯設備士の指導・育成を行うことができます。

（１）

（２）防犯設備士として通算3年以上の実務経験があることが受験条件です。

＊

＊「防犯アドバイザー」は各地で呼び方が異なります。

日本防犯設備協会は、防犯設備士の地域活動の拠点となる地域協会と相互に協力しながら
安全で安心して暮らせる社会の実現に向けた活動を行っています。防犯設備士の皆様には、
地域での活動に参加していただくよう、各地域協会への入会を推奨しています。

3

2

1

4

5

6

7

各地の警察・地域協会等は、地域住民の防犯意識の啓発・高揚や具体的・実践的な防犯知識の普及を目的
として防犯アドバイザー制度を実施しており、防犯設備士、総合防犯設備士などが防犯アドバイザーの
委嘱を受け、防犯講習、防犯診断、防犯相談、防犯機器展示等で活躍しています。

各都道府県での具体的な防犯活動は拠点パートナーである地域協会で行っています。
（地域協会の設置状況は裏表紙を参照してください。）

養成講習・資格認定試験は、従来は集合方式でしたが
IT方式へ移行し、たいへん受験しやすくなっています。

講習

試験

防犯優良住宅認定の審査作業

防犯講習 商店街の防犯診断防犯講習（ガラス割り）

マンション 戸建てアパート

カフェで オフィスで 家で

3 4



社員教育の一環、顧客の信頼感向上などに有効に活用されていて、受験費用負担や手当等で受験促進
している企業もあります。

7-2. 活躍の場（企業）

営業

施工

保守

開発

商品企画

製造

その他の部門

防犯の考え方や防犯設備の
基礎知識を広く勉強できる
ので、その後の業務を行う上で
非常に参考になる。

全部門
社員教育の一環

名刺に防犯設備士を記載する
ことで、顧客に信頼感を得て
いただけ、初対面でも話題の一つ
にもでき、アピールできる。

顧客と直に接する部門
名刺記載で顧客の信頼感向上

業務を行う上で、防犯に関する
幅広い基礎知識を得られるため、
自社製品に偏らない総合的な
見地に立って種々の検討を行える。

顧客と直に接しない部門
自社製品以外の知識習得

【事例1】防犯の総合的知識習得、顧客提案に活用

【事例2】商品企画部で技術情報として有効活用

【事例3】営業部門・技術部門で防犯基礎知識を活用

三菱電機株式会社様

美和ロック株式会社様

株式会社セノン様

商品企画部長　木下 琢生 様

商品企画部　高田 寿 様

東京システム支社営業部 部長　西山 英司 様

東京システム支社技術部　川尻 優 様

資格者証イメージ　カードサイズ資格者証書イメージ　A4サイズ

〇　〇　株式会社
（所属）

防犯　太郎
防犯設備士　第16-00000号

名刺への資格記載イメージ

試験合格者には申請により携帯用として資格者証を発行し、資格登録を行います。
また、資格登録後、申請により掲示用として資格者証書を発行しますので、個人
企業の店舗等に掲示することで顧客の信頼を得ることができます。

※

各部門ごとの活用例

ロック関係の知識を高める以前に防犯全般の基礎知識を学んでもらうという位置付けで、防犯
設備士資格を取得するよう商品企画部門、システム機器開発部門等で推奨し、受験費用は会社負担と
しています。資格取得時に勉強し基礎知識を業務に活かしていれば、間接的にでも昇給、昇進に寄与
しているのではないでしょうか。近年は防災の認識が高まってきており、防犯だけでなく防災の要素も
融合させた対応が課題になってきていますので、防犯設備士には防犯だけでなく、他分野の情報も
取り入れることを期待したいと思っています。

　商品企画部門に配属になってすぐに防犯設備士資格を取得しました。錠前の情報は社内で豊富に
入手できるのですが、錠前が取り付けられるドアや窓などの情報は防犯設備士テキストを参考にできる
ので、その後の業務に大いに活用できています。事前提出レポート作成時にテキストを十分読み込み、
大変勉強になりました。顧客に直接お会いする営業やSE（システムエンジニア）は、名刺に防犯設備士
を記載することで顧客の信頼を得て成約につながるということがあると思います。

　防犯設備士の資格を保有していることは顧客からの信頼関係の構築にもつながるため、営業部員に
資格取得を推奨しています。営業現場に1年程度携わり、尚かつやる気があるものに対して受験費用を
会社負担し、更に合格者には毎月資格手当を支給しています。
　柔軟な組織を目指している関係もあり、女性の防犯設備士受験も大いに推奨しています。また、防犯
設備士資格を取得した技術系社員が受験者に対する勉強会を実施しており、合格率向上、部門間の
コミュニケーション向上に役立っています。
　人員不足の解決手段として機械警備がありますが、なかでも人の目の代わりになる防犯カメラが
重要なので、防犯設備士の活躍を期待しています。

　技術系の業務であり、防犯設備士を名刺に記載していると、顧客に信頼感を得ていただけると感じ
ます。防犯設備士テキストでは幅広く基礎を勉強できるのが良いと思うし、特にセンサー類は馴染み
が無かったので非常に役立ちました。最近資格更新が始まりましたが、新しい情報を得られるのであ
れば有効だと思います。

　当社は総合電機メーカ－として、防犯設備機器・システムをお客様へご提供させていただいており
ます。防犯設備士の資格認定試験は、ビルシステムを担当するシステムエンジニアの社員教育の一環
としており、資格取得するように指導しています。防犯設備機器の一般知識から設計・施工・維持管理
まで総合的な知識が習得でき、お客様への提案時にも、設計根拠を提示できるなど、非常に有効に活用
させていただいております。

　防犯設備士を名刺に記載していると、お客様との名刺交換時に話題にでき防犯の総合的な勉強を
していることをアピールできます。防犯設備士テキストでは自社製品以外の機材についても学べるので
非常に役立っており、現場調査のときに総合的な見地からリスクを見つけることができるので、お客様
の信頼を得ることができます。また、防犯の考え方、基準等をお客様へ説明するときに、公益社団法人
日本防犯設備協会が定めている基準という説明ができるので、説得力があると思います。

ビル統合ソリューション技術第一部 部長　橋詰 聡 様

ビルシステム第一部　松崎 奈央 様 見本

見本
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Japan Security Systems Association(JSSA)

公益社団法人 日本防犯設備協会

公益社団法人 日本防犯設備協会

防犯設備士制度のご案内

防犯設備士：Certified Security Systems Expert（CSSE）

「防犯のプロフェッショナル」
防犯設備士は

RBSSは Recognition of Better Security Systemの英字略称です。

2021年 6月発行

https://www.ssaj.or.jp/

RBSS（優良防犯機器認定制度)は、公益社団法人 日本防犯設備協会が一般の方々の安全・安心に寄与することを目的
に、防犯機器に必要とされる機能と性能の基準を策定し、その基準に適合した機器を「優良防犯機器」と認定す
ることにより、優良な防犯機器の開発及び普及促進を図る認定事業です。
●申請事業者（企業）の資格と申請機器を2重に審査しており、安心です。

北海道防犯設備士協会北海道
青森県
岩手県
秋田県
宮城県
山形県
新潟県
福島県
栃木県
茨城県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
山梨県

長野県
静岡県
富山県
石川県
福井県
岐阜県
愛知県
三重県
滋賀県
京都府
奈良県
和歌山県
大阪府
兵庫県
鳥取県

岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

島根県

青森県防犯設備協会
岩手県防犯設備協会
秋田県防犯設備協会
宮城県防犯設備士協会
山形県防犯設備協会

福島県防犯設備協会
栃木県防犯設備協会

一般社団法人 群馬県防犯設備協会
一般社団法人 埼玉県防犯設備士協会
一般社団法人 千葉県防犯設備協会
NPO法人 東京都セキュリティ促進協力会

静岡県防犯設備士生活安全協議会
長野県防犯設備協会

富山県防犯設備協会
石川県防犯設備促進協力会
NPO法人 福井県防犯設備協会
岐阜県防犯設備協会
愛知県セルフガード協会
NPO法人 三重県防犯設備協会

NPO法人 広島県生活安全防犯協会
岡山県防犯設備業防犯協力会

一般社団法人 山口県防犯設備士協会
一般社団法人 徳島県防犯設備協会
香川県防犯設備業防犯協力会

NPO法人 高知県防犯設備協会
NPO法人 福岡県防犯設備士協会

長崎県防犯設備協会

沖縄県防犯設備協会

滋賀県防犯設備士協会

NPO法人 奈良県防犯設備士協会
和歌山県防犯設備協会
NPO法人 大阪府防犯設備協会
NPO法人 兵庫県防犯設備協会

島根県防犯設備協会

一般社団法人 京都府防犯設備協会
一般社団法人 熊本県防犯設備協会
大分県防犯設備士協会
NPO法人 宮崎県防犯設備士協会
鹿児島県防犯設備協会

NPO法人 神奈川県防犯セキュリティ協会
NPO法人 山梨県防犯設備士協会

公益社団法人日本防犯設備協会（★）は、各地域協会とコミュニケーションを
図りながら、防犯活動を展開しています。
また、地域に根ざした更なる防犯活動を目指し、全国にネットワークの
輪を広げて行きます。
なお、地域活動拠点の最新情報は当協会ホームページをご覧いただく
と共に、防犯設備、防犯診断、防犯講演等のご相談は当協会及び各地域
協会までお問い合わせください。

公益社団法人日本防犯設備協会は、1986年に、警察庁や関連団体などの要請や支援で設立し、同年6月社団法人日本防犯設備協会、
2011年4月公益社団法人日本防犯設備協会となりました。

https://www.ssaj.or.jp/chiiki/index.html

公益社団法人日本防犯設備協会は、RBSS（優良防犯機器認定制度）を推進しています。
防犯カメラ・レコーダー、LED防犯灯の導入にあたっては、RBSS認定品の活用を！




